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オープンサイエンスの推進

オープンアクセスの推進

●セキュリティ体制の基盤構築
●高性能VPNによる
セキュアな通信環境の提供
●サイバーアタック対策

クラウド利活用による
研究教育環境の高度化

YOU
学術情報流通の推進

学術情報ネットワークの
構築 ・運用
●国内・国際回線 100Gbps
　　欧　日　米　（地球一周）
●モバイル網直結 広域データ
収集基盤スタート　

スマートで安心な認証連携基盤と
共通無線 LANアクセス環境

Open science

東京メトロ半蔵門線／都営地下鉄三田線・新宿線「神保町」A８・9出口
東京メトロ東西線「竹橋」1b出口
徒歩3～5分

学術総合センター会　場

（千代田区一ツ橋）

〒101-8430  東京都千代田区一ツ橋2-1-2　学術総合センター

※この他のプログラム、タイムテーブルはウェブサイトをご確認ください。

openforum@nii.ac.jp

＠jouhouken #SINET5

一橋講堂・特別会議室ほか1・2階
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学術総合センター
国立情報学研究所

人と人をつなぐ新たなサービスTowards 2020

学術基盤課
フォーラム担当

コンテンツ・OSトラック

「CAT2020」

13：30-15：30

Day2

Day1

認証トラック

「はじめての学認・
UPKI証明書・
eduroam」 

10：00-12：00

学術情報基盤
オープンフォーラム 2
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https://www.nii.ac.jp/openforum/2019/申し込み

アクセス

問い合わせ

Twitter

SINETトラック

「SINET概要と運用（仮）」

10：00-12：00
14：30-16：30

Day1

Day1

AXIES 研究データマネジメント部会
合同トラック

「学術機関における
研究データ管理の進め方」

10：00-12：00

セキュリティトラック

「どうなる次期NII-SOCS」
「サンプル規程集とりんりん姫」

10：00-13：00

Day2

「クラウド活用最新事例」
10：00-12：00

「学認クラウド活用支援と
事例紹介」

10：00-12：00

Day1

Day2

2日目も
トラック
あります

Day

1
Day

2

AXIES・OSトラック

プレナリートラック

コンテンツ・OSトラック

クラウドトラック①

SINETトラック SINETトラック

認証トラック① 認証トラック②

ワークショップ・ハンズオン 

コンテンツ・OSトラック

クラウドトラック②
認証トラック③

ワークショップ・ハンズオン 

午前10：00 12：00 13：00
14：15

午後
14：30 16：30

18：00
17：00

午前 午後13：00 16：0010：00 12：00
13：30 15：30

ワークショップ・ハンズオン 

クラウドトラックclosed
トラック
タ イ ム
テーブル

コンテンツ・OSトラック

クラウドトラック

「学ぶ、使える、NIIが展開する
研究データ管理について」

14：30-16：30

「新JAIRO Cloud」
「CiNii Research」

10：00-12：00

コンテンツ・OSトラック

Day1

Day2

セキュリティトラック

ディスカッション
「共考共創の学術情報基盤を目指して（仮）」

13：00-14：15

基調講演
「人と人をつなぐ新しいサービス始めます（仮）」

学術基盤推進部長　漆谷 重雄

ワークショップ・ハンズオン 

5 29

5 29

5 29

Day1
プレナリートラック

5 29

5 29

5 29

5 30

5 30

5 30

5 30
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最新情報はウェブサイトをご覧ください

学術総合センター

開催時間

会　　場

https://www.nii.ac.jp/openhouse/U R L

5月31日（金）11：00-18：00
6月  1日（土）11：00-17：00

2019年5月31日 6月1日金 土

2019年5月27日（月）・28日（火）

入場
無料

5/29　10:00-12:00/14:30-16:30

SINETサービスや申請方法などの説明とSINET加
入機関の活用事例紹介を行います。また、次期
SINETに向けて、SINET加入機関のご意見を取り込
みたいと考えていますので、皆様の積極的な参加をお
待ちしています。

SINET トラック

「SINET 概要と運用（仮）」

Day

1

5/29　14:30-16:30

すでに学認・UPKI証明書・eduroamを利用中の方
に、一歩進んだ活用方法や、組み合わせてより便利に
使えるサービス、そして最新動向をお伝えします。

認証トラック②

「学認・UPKI証明書・eduroam【活用編】」

Day

1

5/29　10:00-12:00

クラウドを活用した研究教育への取り組みを進めてい
る大学・研究機関の最新事例を紹介。合わせて、クラ
ウド導入・活用支援のためにNIIが進めている学認ク
ラウドサービスについて最新動向を説明します。これか
らクラウドを利用しようとされている、あるいはすでに利
用中で何らかの課題を持っておられる大学・研究機関
の方は是非ともご参加下さい。

クラウドトラック①

「クラウド活用最新事例」

Day

1
5/29　10:00-12:00

オープンサイエンス推進や研究公正強化の社会的要
請が強まる中、研究データの管理は、研究者を中心と
して様々なステークホルダの協働により組織的に取り
組むべき課題となっています。
本セッションでは、学術機関での研究データ管理体制
の構築段階において生じる課題を、ステークホルダ間
の合意形成、情報システム構築等の視点から、事例
を交えながら議論します。

AXIES 研究データマネジメント部会合同トラック

「学術機関における研究データ管理の進め方」

Day

1
5/29　10:00-12:00

これから学認、UPKI証明書、eduroamを導入したいと
考えている方のためのセッションです。基礎の基礎か
ら知りたい方、ぜひお越しください。IdP of the Year 
2018発表予定です。

認証トラック①

「はじめての学認・UPKI証明書・eduroam」

Day

1

5/29　13:00-14:15

 「人と人をつなぐ新しいサービス始めます」をテーマ
に、2020年以降 NIIが展開する新しいサービスにつ
いて講演を行います。また、ご参加いただいた皆様と
「共考共創」による学術情報基盤を目指し、忌憚のな
い意見交換、ディスカッションを行います。

プレナリートラック

基調講演
パネルディスカッション

Day

1
5/29　14:30-16:30

オープンサイエンスにおける研究データ共有を支える「研究デー
タ管理」は、イノベーション創出への重要な取り組みでもあり、研
究プロセスの透明性を高め研究不正防止にも貢献します。
本セッションでは、研究支援者（図書館員、研究支援
職員、技術スタッフ）のための教材であるオンライン講
座「研究データ管理サービスの設計と実践」と、実際
に研究データや関連情報を適切に管理するためのプ
ラットフォーム「GakuNin RDM」を紹介します。

コンテンツ・OS トラック

「学ぶ、使える、
NIIが展開する研究データ管理について」 

Day

1

現在までのNII-SOCSの成果と課題について意見交
換します。また、検討している次期NII-SOCSの構想と
問題点を提示し、参加者から意見を募ります。情報セ
キュリティポリシー推進部会からは「情報セキュリティ
ポリシーサンプル規程集」「学認連携Moodle講習 り
んりん姫」について紹介します。

5/30　10:00-13:00
セキュリティトラック

「どうなる次期NII-SOCS」
「サンプル規程集とりんりん姫」

Day

2

5/30　10:00-12:00

パスワードに依存しない新たな認証の仕組み
「FIDO」。注目度は高く、すでにいくつかのWebサービ
スやインターネットバンキングアプリで利用可能です。
次世代のオンライン認証がもたらす世界を覗いてみま
しょう。

AXIES 認証連携部会合同トラック

「新しい認証技術標準 FIDO」

Day

2

学認クラウドでは、大学・研究機関に対してクラウドの
活用を支援する「ゲートウェイサービス」「オンデマンド
構築サービス」を提供しています。これらのサービスの
最新動向やサービス活用事例を紹介します。クラウド
サービスを契約したもののその活用方法にお悩みの
方、そうでなくともクラウドに興味をお持ちの方は是非
ともご参加下さい。

5/30　10:00-12:00
クラウドトラック②

「学認クラウド活用支援と事例紹介」

Day

2

5/30　13:30-15:30
コンテンツ・OSトラック

Day

2

2020年以降の目録所在情報システム「CAT2020」
について、5月からの試行運用、マニュアル類の改訂
と公開について紹介し、CAT2020正式運用開始日
の発表を行います。また、「これからの学術情報システ
ムの在り方（2019）」について紹介します。

「CAT2020」

5/30　10：00-12：00

研究者が公開すると判断した研究データや関連資料を
公開するための基盤「新JAIRO Cloud」について、シス
テムのデモを実施するとともに、実験フェーズを紹介しま
す。また、公開基盤として「WEKO3」や他のデータベー
スで公開された研究成果を検索するための基盤「CiNii 
Research」について、プロトタイプについて紹介します。

コンテンツ・OS トラック

Day

2
「新JAIRO Cloud」
「CiNii Research」

・

学術総合センター会　　場

https://joss.rcos.nii.ac.jp/U R L

5/29、30

SINET、認証基盤、セキュリティ、GakuNin RDM、新 
JAIRO Cloud、 CAT2020の各サービスの個別相
談、研究・教育環境をクラウド上に構築したい方向け
のオンデマンド構築サービスのハンズオンを行います。
詳細スケジュールはウェブサイトをご覧ください。

ワークショップ・ハンズオン

 「個別相談会」・「クラウド環境ハンズオン」 

Day

1・2
オープンサイエンスをテーマとした日本最大のカンファレンス


